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地中支障物撤去事例

杭、鋼矢板打込み等の弊害となる地中支障物の撤去
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一般的な杭工事に用いられるアースオーガのスクリューは土砂を螺旋翼に乗せて回転させるためスクリューの回転力に対して大きな摩擦が生じます。
また、孔壁が崩れやすいことからスクリューに土圧が掛かり、それら弊害によって先端ビットへの荷重が低減するため硬質地盤の削孔が困難なのです。
では、どうしたら硬質地盤を攻略できるのか・・・
ＭＬＴ工法は従来工法の弱点を克服することにより、硬質地盤削孔に特化したプレボーリング工法として誕生しました。

硬質地盤削孔のメカニズム

地中には地層により多くの間
隙（空気、水）が存在します。
本工法は圧縮翼をもつ特殊ス
クリューを地中に回転貫入し
土砂や玉石を孔壁に擦り付け、
空隙に圧縮することで自立し
た孔壁を造成します。それに
よりスクリーに掛かる摩擦抵
抗、土圧が小さくなり先端
ビットに荷重とオーガトルク
をかけることができるため硬
質地盤削孔が可能となります。

ＭＬＴ工法の適用例
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地盤が固い ＝ ダウンザホールハンマ

現場が狭い

支障物撤去

騒音・振動・粉塵発生 孔壁崩壊

工期、コストが掛かる 産廃発生

大掛かりな機械設備 広いヤード

＝ 大口径ボーリング

＝ 全周回転(オールケーシング）

など … ...工法選定でお困りでは？

発電所・変電所

特殊スクリューによる効果

特殊スクリューで土砂、玉石を孔壁に押し付ける

孔壁の自立

スクリューに対する摩擦、土圧の減少

先端ビットに荷重、トルクが掛かる

削孔機のコンパクト化・低重心化

コスト縮減、工期短縮
狭隘地で施工できる 転倒の危険減少

掘削残土の減少

硬質地盤を効率よく削孔

回転力に対する反力減少

低騒音・低振動・無粉塵

叩かないで押し付ける高い施工精度
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